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○○ 花と緑があふれるまちづくりを応援しています花と緑があふれるまちづくりを応援しています（４～５）（４～５）
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５月１２日、花いっぱい運動のオープニングセレモニーが浅間サンライン新屋交差　５月１２日、花いっぱい運動のオープニングセレモニーが浅間サンライン新屋交差

点の花壇で行われました。この日は新屋区の住民約１００名が参加し、サルビアとマ点の花壇で行われました。この日は新屋区の住民約１００名が参加し、サルビアとマ

リーゴールドの苗合わせて約2,100本が植えられました。今後この花々が見事に咲リーゴールドの苗合わせて約2,100本が植えられました。今後この花々が見事に咲

き誇り、通行する人たちの目を楽しませてくれることでしょう。き誇り、通行する人たちの目を楽しませてくれることでしょう。

沿道をきれいな花でいっぱいに 沿道をきれいな花でいっぱいに
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東
御
市
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

東
御
市
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
や
提
言
を
お
聞
き
し
、
市
政

見
や
提
言
を
お
聞
き
し
、
市
政

に
反
映
し
て
い
こ
う
と
行
わ
れ

に
反
映
し
て
い
こ
う
と
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
４
月

日

て
い
ま
す
。
今
年
も
４
月　

日
１７１７

か
ら
４
月

日
に
か
け
て
そ
れ

か
ら
４
月　

日
に
か
け
て
そ
れ

２７２７

ぞ
れ
の
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
、

ぞ
れ
の
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
、

区
長
や
各
種
団
体
の
役
員
な
ど

区
長
や
各
種
団
体
の
役
員
な
ど

５
地
区
合
わ
せ
て
２
９
７
名
に

５
地
区
合
わ
せ
て
２
９
７
名
に

出
席
頂
き
ま
し
た
。

出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
地
域
づ
く
り
の

　

懇
談
会
で
は
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
数
多
く
の
意
見
や
提
言

た
め
の
数
多
く
の
意
見
や
提
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

参 加 者開 催 地 区開　催　日

57名滋　野　地　区４月17日 （火）

58名祢　津　地　区４月20日 （金）

68名和　　地　　区４月23日 （月）

62名北 御 牧 地 区４月25日 （水）

52名田　中　地　区４月27日 （金）

297名合　　　　　　計

市
民
病
院
の
充
実
を

 
「
市
民
が
安
心
し
て

　
　
　
　
　

か
か
れ
る
病
院
に
」

　

自
治
体
立
病
院
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
か
か
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
の
は
当
然
で

あ
り
、
当
院
の
基
本
理
念
は
、「
質
の
高
い
医
療
の

提
供
と
親
し
ま
れ
る
病
院
づ
く
り
」
で
す
。
こ
の

基
本
理
念
を
達
成
す
る
た
め
に
「
市
民
の
健
康
を

守
り
、
地
域
医
療
へ
の
貢
献
」
と
「
市
民
が
安
心

し
て
、
信
頼
で
き
る
病
院
」
の
２
つ
の
目
的
を
掲

げ
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
院
は
、
内
科
・

小
児
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
眼
科
な
ど
の
診
療

科
の
ほ
か
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
訪
問
診
療
な

ど
も
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
と
健
康
を

守
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
小
児
科
は
評
判
が
良
く
、

地
元
だ
け
で
な
く
近
隣
市
町
村
か
ら
も
多
く
の
患

者
さ
ん
が
診
察
を
受
け
に
来
院
し
ま
す
。
昨
今
の

国
の
医
療
制
度
改
革
で
、
医
師
不
足
や
看
護
師
不

足
が
生
じ
、
更
に
は
医
療
費
抑
制
を
図
る
べ
く
マ

イ
ナ
ス
の
診
療
報
酬
改
定
な
ど
に
よ
り
、
医
療
は

運
営
面
、
経
営
面
で
も
「
冬
の
時
代
」
と
言
わ
れ
、

当
院
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
に
医
師

不
足
は
深
刻
で
す
が
、
平
成　

年
度
２
名
の
医
師

１９

が
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
安
心
し

て
か
か
れ
る
病
院
と
は
、「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で

も
」
か
か
れ
る
病
院
で
す
。
医
師
確
保
に
併
せ
、

よ
り
充
実
し
た
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

　

回　

答

まちづ
くり懇

談会

       市民の意見を市政に反映
海野バイパス先線の早期着工を

▲活発な懇談が行われた（滋野地区）
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とうみ

　

東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
先
線
（
海

野
バ
イ
パ
ス
）
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
西
海
野
区
を
始
め
関
係
の

皆
様
と
協
議
を
重
ね
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
本
海
野
、

西
海
野
区
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

国
道　

号
線
海
野
宿
入
口
交
差

１８

点
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地

海
野
バ
イ
パ
ス
先
線
の

事
業
推
進
と
早
期
着
工
を

　

回　

答

海
野
宿
入
口
交
差
点
の

改
良
を

　

回　

答

の
形
状
等
に
よ
り
本
来
の
交
差
点

と
し
て
完
成
し
て
い
な
い
状
況
で

す
。
歩
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

も
一
部
未
整
備
の
部
分
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
改

良
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
は
、
検
察
庁
協
議

に
入
っ
て
お
り
、
協
議
終
了
ま
で

２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、
中

間
で
許
可
を
い
た
だ
き
６
月
議
会

に
提
案
し
、
そ
の
後　

月
施
行
の

１０

予
定
で
す
。

青
少
年
健
全
育
成
条
例
の

進
捗
状
況
は

　

回　

答

　

常
田
南
交
差
点
先
か
ら
一
級
河

川
所
沢
川
付
近
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
は
、
上
田
建
設
事
務
所
で
基

礎
調
査
を
実
施
し
、
今
年
度
事
業

化
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
沢
川
付
近
か
ら
島
川

原
ま
で
の
改
良
に
は
、
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

田
之
尻
〜
畦
田
間
の
通
称
「
宮

バ
イ
パ
ス
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
本
ル
ー
ト
案
の
ほ
か
車
道
幅
や

歩
道
の
位
置
及
び
幅
等
に
つ
い
て

ご
理
解
頂
き
、
関
係
地
権
者
の
事

業
同
意
を
頂
き
、
県
に
早
期
事
業

化
と
建
設
促
進
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

　

西
宮
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
受
付
事
務
を
し
て
い
る
が
、

市
で
は
今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
作
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
お

県
道
東
部
・
望
月
線
常
田

〜
島
川
原
間
及
び
、
バ
イ

パ
ス
（
田
之
尻
〜
畦
田
間
）

の
早
期
改
良
を

　

回　

答

伺
い
し
た
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
つ
い
て

は
、
５
月
の
記
念
館
運
営
委
員
会

に
お
い
て
協
議
を
す
る
予
定
で
い

ま
す
。
今
後
は
市
全
体
の
組
織
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
立

ち
上
げ
、
管
理
運
営
体
制
に
つ
き

ま
し
て
も
、
運
営
委
員
会
等
で
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
運
行
開
始
し
、

１０

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利

市
民
が
支
え
る

丸
山
晩
霞
記
念
館
に

　

回　

答

用
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
４
月

に
は
、
予
約
受
付
担
当
者
も
増
員

し
て
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
を
５
区
域
に
分
け
て
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
も
増
え
て

い
ま
す
の
で
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
東
御
市
振
興
公
社
へ

の
委
託
に
よ
り
運
営
を
し
て
い
ま

す
が
、
市
内
に
は
４
箇
所
の
温
泉

施
設
が
あ
り
、
経
営
面
で
問
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
施
設
の
位

置
づ
け
や
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通

土
曜
日
も

運
行
で
き
な
い
か

　

回　

答

明
神
館
の
宿
泊
収
容
数
を

　

名
か
ら　

名
規
模
へ

４０

１００

　

回　

答

▲とうみレッツ号の利用者は順調に増えている

▲昨年１１月に開館した丸山晩霞記念館

▲活発に意見が出た「青少年健全育成条例」地区懇談会

▲未整備部分の歩道改良が待たれる
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新
緑
の
季
節
を
迎
え
、
山
々
は

若
葉
の
美
し
い
緑
で
彩
ら
れ
、
各

地
域
の
花
壇
に
も
美
し
い
花
が
植

え
ら
れ
、
行
き
交
う
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
の
庭
に
垣
間
見
え
る

き
れ
い
な
花
や
、
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
生
垣
は
、
私
た
ち
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。「
区
で

所
有
し
て
い
る
土
地
に
花
を
咲
か

せ
た
い
」
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、

「
家
で
緑
あ
ふ
れ
る
生
垣
を
作
り

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
、
こ
れ

か
ら
紹
介
す
る
補
助
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
各
補
助
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
補
助
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
補
助
金
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
る
花
壇
づ
く
り
に
使
用
す

る
材
料
や
、
植
栽
に
使
用
す
る
苗

木
・
花
苗
・
球
根
・
肥
料
な
ど
の

費
用
を
市
の
予
算
の
範
囲
内
で
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
区
な
ど
の
地
域

の
各
種
団
体
に
交
付
す
る
も
の
で
、

補
助
内
容
は
下
記
の
表
の
と
お
り

で
す
。

▲平成１８年度花いっぱいコンクール最優秀賞の尾山けさ美さん（上八重原）の花壇

 
●
緑
化
推
進
事
業

 　
　
　
　
　

補
助
金

限度額補　助　率対　象　経　費事　　業　　内　　容事　　業　　名

50万円10分の８以内樹木の苗木
①地域コミュニティーの拠点整備とし
ての樹木の植栽１．コミュニティー

　　緑化推進事業　
  5万円

100平方メートルあ
たり管理費2,000円

緑地の保存経費（年額）
②地域コミュニティーの拠点として
300㎡ 以上の平地林の活用及び保全

10万円10分の８以内花壇設置の材料
コミュニティー花壇の設置
（規模：3㎡ 以上）

２．コミュニティー
　花壇整備事業

10万円10分の８以内
サルビア苗以外で奨励する花
苗・種子・球根及び肥料

花いっぱい運動における植栽
３．花いっぱい運動

奨励事業　

●緑化推進事業補助金

▲しんきん前ポケットパークのチューリップ
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こ
の
補
助
金
は
、
花
と
緑
の
事

業
の
推
進
や
渇
水
及
び
洪
水
の
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
雨
水
貯
留
槽
の
購
入
に
要

す
る
経
費
に
対
し
て
市
の
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。
補
助
内

容
は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

 
●
生
垣
設
置
補
助
金

　

市
で
は
、
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
生
垣
設

置
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

生
垣
は
、
道
行
く
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
、
私
た
ち
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を

撤
去
し
、
生
垣
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
地
震
の
際
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
倒
壊
に
よ
る
災
害
の
発
生
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
く
生
垣
を
つ
く

り
た
い
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を

撤
去
し
て
生
垣
に
し
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
補
助
内
容

は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

▲緑あふれる生垣

限  度  額補　　　助　　　額内　　　　　　容

60,000円生垣の総延長に１mあたり3,000円を乗じた額１．新しく生垣を設置するとき。

50,000円
撤去の総面積に１㎡あたり
3,000円を乗じた額

撤去費用　　２．既存の塀などを撤去して生垣を設置するとき。
ただし、撤去の対象範囲は生垣の設置範囲とす
る。 60,000円

新しく生垣を設置するときに準
ずる。

生垣設置費用

※生垣設置補助金対象の範囲は、道路に面している生垣とします。

●生垣設置補助金

 
●
雨
水
貯
留
槽

 　
　
　

設
置
補
助
金

補助金の額規模種類

本体価格の2分の１
　限度額：100,000円

1,000リットル以上中規模貯留槽

本体価格の2分の１
　限度額：35,000円

1,000リットル未満小規模貯留槽

●雨水貯留槽設置補助金

　▲新屋区花壇で行われた花いっぱい運動
　　オープニングセレモニー

▲緑のサポーターによる花植え作業

 
●
と
う
み

 　
　
　

花
の
種
銀
行

　

と
う
み
花
の
種
銀
行
は
、「
花

の
種
を
借
り
て
花
を
咲
か
せ
て
み

た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
を
対
象

に
、
花
の
種
を
貸
し
出
し
て
種
が

で
き
る
ま
で
育
て
て
い
た
だ
き
、

収
穫
で
き
た
種
の
う
ち
貸
し
出
し

相
当
分
を
返
却
し
て
い
た
だ
く
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
却

い
た
だ
い
た
種
（
利
子
）
は
、
翌

年
の
銀
行
の
元
金
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

口
座
開
設
の
資
格
と
条
件

・ 
東
御
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

し
て
い
る
方 

・ 
花
を
咲
か
せ
る
場
所
を
確
保
で

き
る
方 

・ 

花
を
種
か
ら
育
て
、
愛
情
を

持
っ
て
管
理
で
き
る
方

・
本
事
業
を
営
利
目
的
と
し
な
い

方 
※
種
ま
き
か
ら
種
の
収
穫
ま
で
に

必
要
な
作
業
（
水
く
れ
、
草
と

り
、
肥
料
、
種
と
り
等
）
は
、

す
べ
て
口
座
開
設
者
が
責
任
を

持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
、
栽
培
状
況
を
確
認

に
お
伺
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
都
市
計
画
係

　

�　

―
５
８
８
２

６４

▲雨水貯留槽



6（２００７年６月）

地域のみんなで子育てを！
「「「「「「「「「「東東東東東東東東東東御御御御御御御御御御市市市市市市市市市市フフフフフフフフフファァァァァァァァァァミミミミミミミミミミリリリリリリリリリリーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・ササササササササササポポポポポポポポポポーーーーーーーーーートトトトトトトトトトセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー」」」」」」」」」」「東御市ファミリー・サポートセンター」

事業が始まります
　東御市ファミリー・サポートセンターは、子育ての手助けをしてほしい方と子育てのお手伝いを

したい方が会員として登録し、子育ての相互援助活動を有償で行う会員組織です。

　市では子育て支援センター内に事務局を置き、７月からの活動開始のため、説明会や講習会を予

定しています。

●問い合わせ先　子育て支援課　子育て支援係　�64－3128

　相互援助活動の内容
①保育園や幼稚園、児童館への送迎を行います。

②保育園や幼稚園、小学校や児童館の開始前や終了後に子どもを預かります。

③冠婚葬祭、通院、社会的活動などへの参加時に子どもを預かります。

④その他、仕事と育児の両立のために必要な援助を行います。

＊相互援助活動は、原則として提供会員の自宅で行います。また、万が一の事故に備え「子育て相互援助活動補

償保険」に加入していただきます。（保険料は全額市負担です。）

　会員になるには　　（入会にともなう会費はありません。）
◆依頼会員・・市内に在住またはお勤めで、生後３か月から１２歳までのお子さんをお持ちの方。

◆提供会員・・市内に在住し自宅での育児が可能な方で、市が行う「相互援助活動講習会」を修了した方。資格、

経験、性別は問いません。相互援助活動の趣旨を理解され、心身共に健康な方であれば会員にな

れます。

◆両方会員・・子育てのお手伝いをしてほしい方で、子どもを預かることもできる方。

　　　　　　　　（相互援助活動講習会を修了した方。）

　利用料金
◆月曜日～土曜日

　午前７時～午後７時まで

　　　　　　　　　１時間600円

◆日曜日、祝日、お盆、年末年始、

　上記以外の時間　１時間700円

   事業及び入会説明会
　ファミリー・サポートセンター

事業の内容と入会についての説明

会を開催します。

◆日時　・６月１５日（金）

　　　　　午後１時３０分～３時

　　　　・６月１６日（土）

　　　　　午後１時３０分～３時

＊２回開催しますので都合のよい

　日にお出かけください。

◆場所　中央公民館第一会議室

  相互援助活動講習会
　提供会員・両方会員を対象に援

助活動の講習会を開催します。

◆日時　６月２９日（金）

　　　　午後１時３０分～３時

◆場所　中央公民館第一会議室



7 （２００７年６月）

とうみ

年1回  健康チェックは欠かさずに�

人間ドックに  １５, ０００円の補助

●問い合わせ先
　健康保健課保健係（東御市総合福祉センター内）�64－8882

最
高



３

メタボリック相談ダイヤル  ～生活習慣病予防相談窓口～

■時間　午前８時30分～午後５時30分

■場所　ケアポートみまき内　健康保健課　電話61－6060  有線1－6060

■内容　生活習慣病予防、メタボリックシンドロームについての相談など

（２００７年６月） ８



ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
発 
健
康
増
進
プ
ラ
座  
水
と
健
康  
⑰

「
温
泉
利
用
と
健
康
意
識
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査  
⑤

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所　

岡
田　

真
平　

　

昨
年　

月
に
実
施
し
た
「
温
泉
利
用
と

１１

健
康
意
識
」
の
調
査
は
、「
温
泉
を
利
用
し

て
い
る
方
が
健
康
状
態
が
よ
い
」
と
い
う

単
純
な
推
測
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
半
分
は
誤
り
で
、
半
分
は

正
解
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

誤
り
、
と
い
う
の
は
単
に
「
温
泉
を
利

用
し
て
い
る
人
の
方
が
健
康
状
態
が
良

い
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
温

泉
を
利
用
し
て
い
る
人
の
方
が
健
康
状
態

が
良
く
な
い
」
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
健
康
状

態
が
良
く
な
く
て
不
安
が
あ
る
か
ら
温
泉

を
利
用
し
て
い
る
」
と
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
、「
健
康
の
た
め
に
温
泉
を
利
用

し
て
い
る
」
人
が
多
い
こ
と
を
示
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
正
解
、
と
い
う
の
は
、
同
じ
程

度
の
身
体
の
健
康
状
態
で
あ
っ
て
も
（
例

え
ば
、
痛
み
が
同
じ
程
度
だ
っ
た
り
、
自

分
の
身
体
に
不
自
由
を
感
じ
る
程
度
が
同

じ
だ
っ
た
り
）、
温
泉
を
多
く
利
用
し
て

い
る
人
の
方
が
、
心
の
健
康
状
態
は
よ
り

良
い
状
態
に
保
た
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
も

の
で
す
。
温
泉
利
用
と
心
の
健
康
状
態
と

は
深
い
関
係
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
明

ら
か
に
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

温
泉
入
浴
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、
温
泉
そ
の
も
の

が
与
え
て
く
れ
る
良
い
作
用
（
総
合
的
生

体
調
節
作
用
）
と
、
温
泉
施
設
で
得
ら
れ

る
良
い
影
響
（
例
え
ば
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
と
が
相
乗
効
果
と
な

っ
て
、
温
泉
を
よ
り
多
く
利
用
し
て
い
る

方
々
は
ご
自
身
の
健
康
状
態
と
う
ま
く
付

き
合
っ
て
生
活
さ
れ
て
い
る
様
子
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
温
泉
は
「
○

○
に
効
く
」
と
い
う
特
効
薬
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
こ
の
地

に
多
く
あ
る
温
泉
を
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
を
ぜ
ひ
と
も
お
勧
め
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所
（
ケ
ア
ポ
ー
ト

　

み
ま
き
内
）
�　

―
６
１
４
８

６１

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
　
　
　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

 翠 
みどり

 川 　 洋  子  保健師
かわ よう こ

　

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
、
命
に
か
か

わ
る
病
気
の
陰
に
潜
ん
で
い
る
の
が
、
内

臓
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
で
代
謝
異
常
が
起
こ
り
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
高
血
糖
の
よ
う
な

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
が
重
な
っ
た
状
態

を
指
し
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
が
怖
い
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
危

険
因
子
は
軽
い
程
度
で
も
、
複
数
の
因
子

が
重
な
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
の
危

険
度
が
大
き
く
高
ま
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
内
臓
脂
肪
が
た
ま
っ
た
状

態
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
で
、
血

圧
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
し
か
も

血
糖
値
も
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
で

あ
れ
ば
動
脈
硬
化
を
起
こ
す
リ
ス

ク
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
が
動
脈
硬
化
の
原

因
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
病

気
と
診
断
さ
れ
る
前
の
段
階
か
ら

油
断
で
き
な
い
の
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
い
う
と
、
血
圧
や
血
糖
値
な
ど

が
気
に
な
り
ま
す
が
、
元
凶
は
内

臓
脂
肪
で
す
。
内
臓
脂
肪
か
ら
は

ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
い
う
物
質
が

分
泌
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
悪
玉
物
質

が
代
謝
異
常
を
引
き
起
こ
し
、
結
果
的
に

中
性
脂
肪
や
血
圧
、
血
糖
値
を
高
め
て
し

ま
う
の
で
す
。
本
当
の
敵
は「
内
臓
脂
肪
」

な
の
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断

は
、
腹
囲
と
血
液
検
査
が
基
に
な
り
ま
す
。

健
診
（
市
の
健
診
は
７
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
）
を
受
け
て
、
自
分
の
危
険
度
を
把
握

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

とうみ

（２００７年６月）９
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誕生日おめでとう！（ 6 月生まれ）

 金  子 　 來 奈   ちゃん（加沢）
かね こ ら な

（１歳、H18.6.8生）

　らーちゃん１歳のお誕生日おめでと

う！あっ、という間の１年、いろんな事

が出来るようになったね。これからもパ

パとママに沢山の笑顔を見せてね�

 高  橋 　 明 広   くん（本海野）
たか はし あき ひろ

（１歳、H18.6.26生）

　あっくんいつも愛らしい笑顔でみんな

を和ませてくれてありがとう�

　これからもパパとママと一緒に成長し

ていこうね。１歳のお誕生日、本当にお

めでとう！

 米  沢 　 琉 輝   くん（常田）
よね ざわ るい き

（１歳、H18.6.9生）

　いつもお兄ちゃんの後を追いかけるル

イ君。その姿が可愛くて、パパもママも

癒されるよ�いっぱい食べて、いっぱい

遊んで大きくなあれ！お兄ちゃんと仲良

くね�１歳のお誕生日おめでとう�

　
 保  科 　 智 哉   くん（大日向）
ほ しな とも や

（２歳、H17.6.9生）

　ちょっと泣き虫で甘えん坊だけど元気

に大きくなったネ�これからもその笑顔

でいっぱい遊ぼうネ�大好きだよ

　
 輿  水 　風舞
こし みず

    ちゃん（加沢）
ふ わ り

（３歳、H16.6.15生）

　甘えんぼうの風舞もお姉ちゃんになり

最近では、はあと君の離乳食を食べさせ

てくれて、ママは大助かり！これからも

優しい風舞でいて下さい。パパとママの

所に来てくれて本当にありがとう�

☆募集します!!☆
（対象者７月生まれの３歳まで）

 北  澤 　　響
きた ざわ

   くん（本海野）
ひびき

（２歳、H17.6.26生）

　泣いたり笑ったりと毎日忙しいひびき。

でも音楽が流れだすと激しいリズムで踊

り出してしまう。そんなひびきが大好き

�これからも音楽大好きなひびきでいて

ね。おめでとう♪

写真・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を
添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。な
お紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。締め切りは、６月1８日 （月） 必着。

溶き卵 …………………………１個分
白ごま、黒ごま …………各大さじ４
油 ………………………大さじ２～３
青じそ ……………………………４枚
レモン ……………………………適宜

�作り方
①鶏ささみは筋をとってラップに包
み、麺棒で軽くたたいて厚みを平
均にし、たれに２０～３０分つけこむ。
②きゅうりは、かつらむきし、千切
りにして冷水に浸す。

③●１ の鶏ささみの汁気をきり、小麦
粉、溶き卵、ごま（白ごまと黒ご
まを合わせる）をつける。

④フライパンで油を熱し、弱火で焦
がさないように焼く。
⑤器に青じそを敷き、焼いたささみ
を２つに切って盛り付け、水気を
きったきゅうりとレモンを添える。

ささみを使ったヘルシー料理です。

鶏ささみの利休焼き
�材料（６人分）
鶏ささみ ……………………………６本
たれ
　酒、しょうゆ ……………各大さじ２
　みりん ………………………大さじ１
きゅうり ……………………………１本
小麦粉 ………………………………適宜

⑮

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

（２００７年６月）

　
 村  野 　 璃 穂   ちゃん（北部）
むら の り み

（３歳、H16.6.20生）

　“チューリップかわいい�”っていいこ

いいこするしぐさかわいい�明るくて

ひょうきんでパパとママを笑わせてくれ

るりみが大好き�これからも子どもらし

く成長していってね☆

 斉  藤 　 光 希   くん（田中）
さい とう みつ き

（３歳、H16.6.16生）

　お誕生日おめでとう！光希�３歳に

なったんだね。毎日、いろいろなお話を

してくれてとても楽しいよ。

　元気でのびのび大きくなっていってね。

〔
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滋
野
児
童
館
は
、
今
年
で
開
設

　

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
登
録
児

１１童
数
も
年
々
増
え
、
今
年
は　

名
７０

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
１
日
平

均　

名
の
児
童
が
毎
日
元
気
に
帰

６０
っ
て
き
ま
す
。
市
内
５
つ
あ
る
児

童
館
の
中
で
も
、
自
然
が
と
て
も

豊
か
な
の
が
自
慢
で
す
。

　

黄
色
く
辺
り
一
面
に
咲
い
た
、

た
ん
ぽ
ぽ
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
中
を
、

子
ど
も
た
ち
は
つ
く
し
採
り
に
夢

中
で
す
。
ま
た
、
比
較
的
風
の
当

た
ら
な
い
日
だ
ま
り
で
は
、
数
人

の
児
童
が
石
を
は
ぐ
り
、
土
を
掘

り
、
カ
ナ
ヘ
ビ
探
し
に
夢
中
で
、

中
に
は
一
人
で
何
匹
も
捕
ま
え
爬

虫
類
の
図
鑑
を
片
手
に
見
比
べ
、

得
意
顔
で
説
明
し
て
く
れ
る
子
ど

も
も
い
て
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

　
　

名
の
新
１
年
生
登
録
児
童
も
、

２３
こ
こ
で
の
生
活
に
だ
い
ぶ
慣
れ
て
、

上
級
生
と
も
仲
良
く
遊
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

遊
び
で
人
気
な
の
は
、
天
気
の

良
い
日
は
外
で
の
サ
ッ
カ
ー
、
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
、
野
球
、
砂
場
遊
び

で
、
体
育
館
内
で
は
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
竹
馬
、

一
輪
車
で
す
。
雨
の
日
は
ト
ラ
ン

プ
、
オ
セ
ロ
、
将
棋
な
ど
を
し
て

楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
月
１
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
お
話
し
会
が

あ
り
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
感
謝

を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も

集
中
力
が
増
し
、
静
か
に
聞
く
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
職
員
が
一
番
気
を
使
っ

て
い
る
の
は
、
児
童
の
安
全
で
す
。

児
童
館
に
来
る
ま
で
危
険
も
多
く
、

通
学
路
ま
で
出
て
見
守
り
ま
す
。

児
童
の
目
線
に
立
ち
、
地
域
の
方

々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
大
勢
の

児
童
が
集
ま
っ
て
く
る
楽
し
い
児

童
館
を
目
指
し
て
今
日
も
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

▲石の下には何がいるのかな

とうみ

（２００７年６月）

　  
修
学
旅
行
で

　
 
感
じ
て
き
た
こ
と

　
　
　

東
部
中
学
校
三
年

　
 
小 こ 
林 

ば
や
し　
 
拓 
馬
   
　

た
く 

ま

　

修
学
旅
行
で
一
番
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
原
爆
ド
ー
ム
に
行
っ
た
こ
と

で
す
。
東
部
中
学
校
で
は
、
僕
た
ち

の
代
が
初
め
て
広
島
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

  
会
長
の
決
意

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
六
年

　
 
武  
藤 　
　

創
   
　

む 

と
う 

そ
う

　

僕
は
平
成　

年
度
滋
野
小
学
校
児

１９

童
会
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
に
な
る
た
め
に
は
選
挙
が
あ

り
ま
し
た
。
選
挙
で
は
、
た
く
さ
ん

の
友
達
が
応
え
ん
し
て
く
れ
ま
し
た
。

応
え
ん
演
説
を
し
て
く
れ
た
友
達
、

昇
降
口
で
大
き
な
声
で
お
願
い
し
て

く
れ
た
友
達
。
み
ん
な
の
応
え
ん
の

お
か
げ
で
会
長
に
な
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
と
思
い

ま
す
。

　

会
長
と
し
て
の
僕
の
モ
ッ
ト
ー
は

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
パ
ワ
ー
全
開
・
全

力
投
球
』
で
す
。
こ
れ
を
元
に
本
部

会
で
大
目
標
を
決
め
ま
し
た
。
滋
野

小
学
校
平
成　

年
度
児
童
会
大
目
標

１９

は
、『
な
か
よ
し
滋
野
小
パ
ワ
ー
全

開
全
力
投
球
』
で
す
。
こ
の
目
標
を

達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
い
さ
つ
の

気
（
木
）、
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
、
プ

レ
イ
タ
イ
ム
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

の
委
員
会
で
も
こ
の
目
標
を
達
成

１０す
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
事
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
初
め
て
の
挑
戦
と
し
て

は
、
あ
い
さ
つ
の
気（
木
）と
全
ク
ラ

ス
に
毎
月
、
月
目
標
を
パ
ソ
コ
ン
で

ポ
ス
タ
ー
に
し
て
配
布
す
る
事
で
す
。

あ
い
さ
つ
の
気
（
木
）
は
、
全
校
の

気
持
ち
い
い
あ
い
さ
つ
が
大
き
な
気

（
木
）に
な
る
予
定
で
す
。

　

広
島
の
路
面
電
車
を
降
り
る
と
、

す
ぐ
目
の
前
に
原
爆
ド
ー
ム
は
あ
り

ま
し
た
。
く
ず
れ
落
ち
た
壁
、
曲

が
っ
て
さ
ら
け
出
さ
れ
た
鉄
骨
。
た

だ
一
つ
の
建
物
な
の
に
、
そ
の
姿
だ

け
で
原
爆
の
す
さ
ま
じ
さ
が
こ
れ
で

も
か
と
い
う
ぐ
ら
い
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、

被
爆
さ
れ
た
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
、

館
内
を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。
本

当
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
大
切
な

機
会
と
な
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

京
都
で
は
、
班
別
タ
ク
シ
ー
見
学

や
学
級
ご
と
の
見
学
で
、
清
水
寺
、

金
閣
寺
、
銀
閣
寺
な
ど
の
有
名
な
場

で
、
歴
史
を
感
じ
て
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
金
閣
寺
で
は
、
と

て
も
き
ら
び
や
か
な
そ
の
姿
に
驚
き

ま
し
た
。

　

滋
野
小
の
良
い
伝
統
を
守
り
、
新

し
い
事
に
挑
戦
し
て
、
全
校
で
協
力

し
て
、『
な
か
よ
し
滋
野
小
パ
ワ
ー

全
開
全
力
投
球
』
の
児
童
会
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

修
学
旅
行
の
広
島
・
京
都
で
の
三

日
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
平
和

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
歴
史
を
感
じ

た
り
と
、
と
て
も
良
い
経
験
、
思
い

出
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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「
ほ
ん
が　

よ
め
て
も　

じ
が　

か

け
て
も
／　

ち
え
の　

な
い　

ひ
と
が

お
お
い
／　

り
く
つ
は　

か
い
ほ
う　

で
は
な
い
／　

ち
え
を　

う
ん
で　

い

く
の
が　

か
い
ほ
う
だ
／　

じ
ぶ
ん
た

ち
の　

あ
し
も
と
か
ら　

か
え
て　

い

く
こ
と
が　

か
い
ほ
う
な
ん
だ
／　

あ

し
も
と　

と
い
え
ば　

さ
べ
つ
の
お
も

い
を　

し
て
き
た　

こ
と
だ
／　

お
や

か
ら　

ふ
り
か
え
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　

（
／
は
、
改
行
）

　

六
十
歳
を
超
え
て
識
字
学
級
で
は
じ

め
て
、
ひ
ら
が
な
で
字
が
書
け
た
被
差

別
部
落
出
身
の
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
詩

で
す
。

　

自
分
の
生
き
方
の
な
か
で
、
差
別
を

な
く
す
こ
と
が
人
間
の
「
か
い
ほ
う
」

（
解
放
＝
差
別
を
は
ね
か
え
す
こ
と
）

の
原
点
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
差
別
（
部
落
差
別
だ
け

で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
、
偏
見
、
人

権
侵
害
）
は
�
悪
�
だ
と
い
う
こ
と
を

�
か
ら
だ
�
で
感
じ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
人
は
だ
れ
で
も
�
し
あ
わ
せ

に
生
き
た
い
��
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
し
た

い
��
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
�
と
願
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
願
い
が
こ
わ

さ
れ
た
り
邪
魔
さ
れ
た
り
し
な
い
た
め

に
は
、
こ
わ
し
た
り
邪
魔
し
た
り
す
る

い
じ
わ
る
（
差
別
、
偏
見
、
人
権
侵
害
）

を
見
抜
け
る
感
覚
や
感
性
を
育
て
た
り
、

身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
感
性
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
証
し
た
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

四
、
五
歳
の
幼
児
を
対
象
に
普
段
か

ら
食
べ
な
れ
て
い
る
果
物
や
野
菜
の
匂

い
や
味
や
手
ざ
わ
り
を
ど
の
く
ら
い
感

じ
取
っ
て
い
る
か
を
調
べ
た
も
の
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
や
大
根
、
に
ん
じ
ん
な
ど
を
、

外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
一
つ
ず
つ
布

袋
に
入
れ
て
、
そ
れ
に
触
ら
せ
て
そ
の

も
の
の
名
を
当
て
さ
せ
る
と
い
う
も
の

と
、
一
口
ほ
ど
の
大
き
さ
に
切
っ
た
も

の
を
、
目
隠
し
さ
せ
て
匂
い
を
か
が
せ

食
べ
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
調
査
で
す
。

　

こ
の
結
果
の
正
解
率
は
次
の
よ
う
で

し
た
。

　

触
覚
は
果
物
が
約　

％
、
野
菜
が　

７０

５０

％
。
味
覚
は
果
物
が
約　

％
、
野
菜
が

９０

　

％
。
臭
覚
は
果
物
が
約　

％
、
野
菜

６０

６０

が　

％
。　
　
　
　

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

３０

　

４
月　

日
の
早
朝
に
発
生
し
た
凍
霜
害

２９

被
害
と
、
５
月　

日
の
午
後
２
時
頃
に
発

１０

生
し
た
降
ひ
ょ
う
害
被
害
で
、
野
菜
を
中

心
に
農
作
物
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

４
月　

日
の
凍
霜
害
で
は
、
市
全
域
に

２９

わ
た
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
の
野
菜
が
被
害
を

受
け
、
５
月　

日
の
降
ひ
ょ
う
害
で
も
市

１０

全
域
の
野
菜
を
中
心
に
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
害
額
は
調
査
中
で
す
が
、
市
農
業

技
術
者
連
絡
協
議
会
で
は
被
害
後
の
生
育

管
理
や
技
術
講
習
会
を
開
催
し
、
二
次
的

被
害
の
防
止
を
図
り
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
政
係　

�　

－

５
８
９
４

６４

  
凍
霜
害
・
降
ひ
ょ
う
害
で

  　
　
　
　

農
作
物
に
被
害

 
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
が
少
な
い

 
芝
生
広
場
に
全
天
候
走
路
完
成

　

４
月　

日
、
中
央
公
園
芝
生
広
場
に
全
天
候

２２

走
路
が
完
成
し
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
よ
り
市
陸
上
競
技
協
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
愛
好
者
か
ら
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
の
少
な
い
走

路
の
設
置
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
全
天
候
走
路
は
芝
生
広
場
の
外
周

５
２
０
メ
ー
ト
ル
に
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
が
さ
れ
、

そ
の
う
ち
１
５
０
メ
ー
ト
ル
は
陸
上
競
技
場
と

同
じ
仕
様
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
陸
上
競
技
用

の
ス
パ
イ
ク
シ
ュ
ー
ズ
が
使
用
可
能
で
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
陸
上
教
室
の
生
徒
な

ど
が
走
り
初
め
を
行
い
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面

よ
り
走
り
や
す
い
」
と
口
々
に
感
想
を
言
い
、

走
路
の
感
触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

市
体
育
協
会
の
小
山
剛
会
長
は
「
こ
の
コ
ー

ス
が
陸
上
競
技
愛
好
者
の
増
加
と
人
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲降ひょうにより被害を受けたブロッコリー

（２００７年６月）
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とうみ

 
平
成　

年
４
月 

１８

●
市
長
へ
建
議
・
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
主
な
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
、
農
業
交
流
体
験
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

　

２
、
農
地
流
動
化
事
業
の
拡
充
に
つ
い

て

　

３
、
担
い
手
育
成
に
関
し
て
、
市
に
お

け
る
支
援
体
制
の
強
化
と
充
実
に

つ
い
て

●
全
国
農
業
会
議
所
会
長
よ
り
全
国
農
業

新
聞
の
普
及
推
進
に
関
し
て
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 
５
月
〜　

月 
１０

●
遊
休
荒
廃
農
地
解
消
対
策
の
研
究
と
し

て
遊
休
農
地
に
羊
３
頭
を
放
牧
し
、
農

業
委
員
が
当
番
に
よ
り
毎
日
健
康
状
態

な
ど
の
観
察
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

 
６
月 

●
小
諸
市
農
業
委
員
会
と
の
交
流
事
業
と

し
て
、
日
本
青
年
館
の
板
本
洋
子
結
婚

相
談
所
長
に
よ
る
「
農
業
後
継
者
の
配

偶
者
対
策
に
つ
い
て
」
の
合
同
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

 
８
月 

●
親
子
ふ
れ
あ
い
青
空
朝
市
を
開
催
し
、

　

お
盆
用
の
花
な
ど
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

 
８
月
〜
９
月 

●
地
区
毎
に
荒
廃
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

　

施
し
ま
し
た
。
廃
車
の
放
置
、
荒
廃
地

　

の
増
大
な
ど
を
確
認
し
て
、
そ
の
解
消

　

に
向
け
た
対
応
を
検
討
し
ま
し
た
。

 
９
月 

●
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
に
参
加
し
、
マ
コ

モ
ダ
ケ
な
ど
の
地
元
農
産
物
の
販
売
を

し
ま
し
た
。

●
立
科
町
農
業
委
員
会
と
の
交
流
事
業
と

し
て
、
北
御
牧
地
区
に
関
す
る
農
業
用

水
の
水
源
を
視
察
し
ま
し
た
。

 　

月 
１０●

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

し
、
焼
き
も
ろ
こ
し
や
き
び
も
ち
な
ど

の
販
売
を
し
ま
し
た
。

 　

月
〜
現
在 

１０●
麦
の
試
験
栽
培
を
市
内
５
箇
所
で
実
施

中
。
温
暖
化
に
伴
な
い
暖
地
の
品
種

「
ふ
く
さ
や
か
」
の
栽
培
の
研
究
を
し

て
い
ま
す
。

 　

月 
１１●

視
察
研
修
で
、
静
岡
県
天
竜
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
夢
未
来
く
ん
ま
」
で
、『
村
が

パ
ッ
と
明
る
く
モ
ッ
ト
元
気
に
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
地
元
の
農
産
物
を
使
い
、

む
ら
お
こ
し
を
し
て
い
る
「
か
あ
さ
ん

の
店
」
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

 
平
成　

年
１
月 

１９

●
農
業
委
員
会
表
彰
で
、
く
る
み
の
優
良

品
種
の
普
及
と
接
木
技
術
の
定
着
に
尽

力
さ
れ
た
竹
内
春
男
氏
（
栗
林
）
に
表

彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

 
２
月
〜
３
月 

●
認
定
農
業
者
の
会
、
新
規
就
農
者
の
会
、

市
議
会
産
業
建
設
委
員
会
と
そ
れ
ぞ
れ

現
在
の
農
業
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 
通
年 

　

毎
月
の
定
例
農
業
委
員
会
で
、
農
地
法

の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
審
査
と
農
業
に

関
す
る
情
報
の
提
供
や
協
議
を
し
ま
し
た
。

  
東
御
市
農
業
委
員
会 

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
をををををををををを
振振振振振振振振振振
りりりりりりりりりり
返返返返返返返返返返
っっっっっっっっっっ
てててててててててて

  
平
成　

年
度
を
振
り
返
っ
て

１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８１８

　

農
業
委
員
会
で
は
、
法
令
に
基
づ
く
農
地
の
権
利
調
整
や
農
業
経
営
の
合
理
化
な
ど

農
業
振
興
に
つ
い
て
の
対
策
を
進
め
た
り
、
農
業
・
農
業
者
に
関
す
る
様
々
な
問
題
・

課
題
に
つ
い
て
の
公
表
や
市
長
へ
の
建
議
（
意
見
を
申
し
述
べ
る
）
の
ほ
か
、
諮
問
に

応
じ
て
答
申
す
る
と
い
う
農
業
や
農
業
者
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
わ
た
る
広
範
な

役
割
り
を
も
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
平
成　

年
度
の
農
業
委
員
会
に
関
す
る
１
年
間
の
活
動
報
告
を
し
ま
す
。

１８

▲遊休農地に羊を放牧

▲板本所長による講演会

▲多くの市民でにぎわう青空朝市

▲農地パトロールで廃車の放置を確認▲麦の試験栽培

▲竹内氏へ表彰状の授与

（２００７年６月）
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に
も
う
一
つ
お
ま
け
が
あ
り
ま

す
よ
。
そ
れ
は
「
朝
ト
イ
レ
」

で
す
よ
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

何
か
物
事
を
成
就
さ
せ
よ
う

と
思
う
と
き
、
そ
の
目
的
に
向

か
っ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し

ま
な
い
。
そ
の
中
で
集
中
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
何
を
す

れ
ば
良
い
の
か
。
そ
の
一
つ
の

ヒ
ン
ト
が
「
朝
ト
イ
レ
」
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
子
供
た
ち
、
朝
ト
イ
レ

の
習
慣
は
つ
い
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
一
度
統
計
を
と
っ
て

み
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結

果
を
受
け
、
東
御
市
教
育
委
員

会
の
「
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」

「
本
を
読
も
う
」
「
汗
を
流
そ

う
」
「
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
ろ
う
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い

教
育
目
標
に
加
え
、
「
朝
ト
イ

レ
」
も
進
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
朝

ト
イ
レ
に
行
か
な
い
ス
カ
ウ
ト

に
は
ナ
タ
等
の
刃
物
を
使
用
さ

せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
物
事
に

集
中
で
き
な
い
た
め
ケ
ガ
を
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で

し
た
。

　

私
は
子
供
時
代
、
朝
ト
イ
レ

の
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ

ろ
朝
ト
イ
レ
の
習
慣
が
つ
き
ま

し
た
ら
不
思
議
な
こ
と
に
車
酔

い
が
な
く
な
り
、
勉
強
に
も
あ

る
程
度
集
中
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
教
え
と
体
験
か

ら
最
近
進
め
ら
れ
て
い
る
「
早

寝
」 
「
早
起
き
」 
「
朝
ご
は
ん
」 №34

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
医
療
保

険
分
の
賦
課
限
度
額
が　

万
円
か

５３

ら　

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

５６
た
。

　

税
率
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
報
と
う
み
４
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
単
位

で
課
税
さ
れ
、
世
帯
主
が
そ
の
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
世
帯
内

で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
の
所
得
や
資
産
に
応
じ

て
国
民
健
康
保
険
税
額
を
算
出
し
、

世
帯
主
の
方
に
納
税
通
知
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
介
護
保
険
分
の
税
率

●
前
期
申
請
期
間

　

７
月　

日 （
火
）

１０

　
　
　
　

〜
７
月　

日 （
火
）

３１

　

市
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

特
に
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
地

域
を
「
農
業
振
興
地
域
」
と
し
て
、

優
良
農
地
の
保
全
・
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
「
農
業
振
興
地

域
」
で
は
、
農
地
を
農
業
以
外
の

目
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
や
む
を
得
ず
住
宅
な
ど
他

の
目
的
に
利
用
し
た
い
場
合
は
、

農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
７
月
（
前
期
）

１９

と
平
成　

年
1
月
（
後
期
）
の
年

２０

２
回
、
農
振
農
用
地
の
除
外
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
前
期
分
と
し
て
７
月

　

日 （
火
）
か
ら
７
月　

日 （
火
） ま

１０

３１

で
の
期
間
受
付
を
行
い
ま
す
。
申

請
書
類
は
農
政
課
に
あ
り
ま
す
の

で
、
計
画
の
あ
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
除
外
が
認
め

ら
れ
る
た
め
に
は
、
土
地
改
良
事

業
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
や
除

外
後
の
農
用
地
の
集
団
性
が
確
保

さ
れ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
政
係

　

�　

－

５
８
９
４

６４

  
農
振
農
用
地

  
除
外
申
請
に
つ
い
て

 
平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

１９

 
納
税
通
知
書
を
今
月
送
付
し
ま
す

介護保険分医療保険分区　　　　　　分

2.1％6.1％
①所得割（国保加入者の所得
　に対する課税割合）

4.5％33.0％
②資産割（国保加入者に係る
固定資産税額に対する課税
割合）

6,500円18,000円③均等割（１人当たり）

6,000円19,000円④平等割（１世帯当たり）

9万円56万円賦課限度額

年間保険税額は①＋②＋③＋④
（ただし、賦課限度額までとなります。）

●問い合わせ先　税務課住民税係　�64－5877



◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
紅
嵐
記　

上
･
下
…
…
藤　

水
名
子
・
著

�
な
か
な
か
い
い
生
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
平
岩　

弓
枝
・
著

�
果
断
…
…
…
…
…
…
…
今
野　
　

敏
・
著

�
宮
崎
発
日
本
を
変
え
ん
と
い
か
ん

　
　
　
　
　
　
　

…
…
東
国
原　

英
夫
・
著

�
う
つ
を
見
つ
め
る
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
曽
野　

綾
子
・
著

◆
児
童
書

�
と
ん
で
い
っ
た
り
ん
ご

　
　
　
　
　
　

…
…
ふ
く
だ　

と
し
お
・
絵

�
な
ぞ
な
ぞ
ド
ラ
ゴ
ン
島

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
石
崎　

洋
司
・
作

�
ダ
ヤ
ン
、
タ
シ
ル
に
帰
る

　
　
　
　
　
　
　

…
…
池
田　

あ
き
こ
・
作

�
つ
ば
さ
を
も
ら
っ
た
ラ
イ
オ
ン

　
　

…
…
…
…
ク
リ
ス
・
コ
ノ
ヴ
ァ
ー
・
絵

�
月
へ
の
ぼ
っ
た
ケ
ン
タ
ロ
ウ
く
ん

　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
柳　
　

美
里
・
作

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

６
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

　

【
水
】

　

６
月
は
雨
の
季
節
で
す
ね
。
そ
こ
で
今

月
は
、
雨
や
川
、
海
と
い
っ
た
水
に
関
係

す
る
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

み
ん
な
の
う
み

な
か
む
ら
み
つ
る：

絵

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
出
版：

発

し
ず
く
の
ぼ
う
け
ん 

ボ
フ
ダ
ン
・
ブ
テ
ン
コ：

絵

福
音
館
書
店：

発

  
図
書
館
発

 　

オ
ス
ス
メ
の
一
冊

 
図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
職
員
に
よ
る

　

６
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

6
月　

日
（
土
）

１６

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　
　

テ
ー
マ
「 �
い
ろ
� ―
い
ろ
い
ろ
」

　
　

絵
本
「
な
に
を
た
べ
て
き
た
の
」

　
　
　
　

「
い
ろ
」

　
　
　
　

「
ま
ね
っ
こ 
あ
か
あ
お
き
い
ろ
」

　
　

手
あ
そ
び

　
　

大
型
紙
芝
居

　
　
　
　

「
く
れ
よ
ん
さ
ん
の
け
ん
か
」

　
　

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　

「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
」

　
　

工
作
「
ダ
ン
ス
ド
ー
ル
」

   
図
書
館
の
休
館
日
に
つ
い
て

　

図
書
館
は
祝
日
と
毎
週
月
曜
日
が
定

例
の
休
館
と
な
り
ま
す
。
月
曜
日
が
祝

日
と
重
な
っ
た
と
き
は
、
翌
日
の
火
曜

日
が
振
り
替
え
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
最
終
金
曜
日
が
図
書
館
内

の
書
籍
の
整
理
・
整
頓
を
す
る
た
め
に
、

休
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
書
整

理
日
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
希
望
さ

れ
る
本
を
、
よ
り
早
く
探
し
出
せ
る
よ

う
に
、
日
頃
の
整
理
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
図
書
館
1
階
部
分
の
本
全
体
を
、

本
の
背
ラ
ベ
ル
の「
請
求
記
号
」に
よ
っ

て
、
順
序
よ
く
、
見
や
す
い
よ
う
に
並

べ
返
る
作
業
を
す
る
日
で
す
。
こ
の
他

に
も
、
年
に
1
回
図
書
館
全
体
の
図
書

整
理
も
9
月
か
ら　

月
頃
に
行
っ
て
い

１０

ま
す
。
こ
の
整
理
作
業
を
行
う
と
き
は
、

1
週
間
く
ら
い
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
、　

月
2
日
か
ら
7
日
ま
で
を

１０

予
定
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
行

事

予

定
◆

�
小
さ
な
神
さ
ま
…
…
…
…
太
田　

治
子
・
著

　

小
学
校
の
保
健
医
・
マ
チ
子
、　

歳
。
彼
女

５０

は
退
職
の
日
、
生
徒
か
ら
宝
の
よ
う
な
言
葉
を

も
ら
う
…
。
春
夏
秋
冬
―
移
ろ
う
季
節
の
中
に

き
ら
め
く
、
数

々
の
幸
せ
、
哀

し
み
、
切
な
さ

を
、
優
し
く
雅

や
か
に
描
い
た

珠
玉
の
掌
編
小

説
集
。

�
お
と
う
さ
ん
に
お
み
や
げ

　
　
　
　
　

…
…
…
つ
ち
だ
よ
し
は
る
・
作
絵

　

き
ょ
う
は
、
ほ
っ
ほ
ー
谷
に
住
む
ね
こ
の
お

ば
あ
さ
ん
の
畑
で
お
て
つ
だ
い
。
く
ま
く
ん
は
、

こ
し
を
い
た
め
て
お
家
で
お
る
す
ば
ん
を
し
て

い
る
お
と
う
さ
ん
に
お
み
や
げ
を
買
い
ま
し
た

が
…
、
ど
う
な

っ
た
で
し
ょ
う

か
？
く
ま
く
ん

の
家
族
の
心
あ

た
た
ま
る
お
話

で
す
。

�
み
ど
り
の
ふ
え
…
…
お
ぐ
ら
ひ
ろ
か
ず
・
絵

　

な
い
、
な
い
、
な
い
。
え
っ
ち
ゃ
ん
が
、
な

く
し
て
し
ま
っ
た
ふ
え
を
さ
が
し
て
い
る
と
、

は
や
し
の
ほ
う

か
ら
ふ
え
の
お

と
が
な
が
れ
て

き
ま
し
た
。
だ

れ
が
、
ふ
い
て

い
る
の
で
し
ょ

う
？

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４

とうみ

（２００７年６月）15
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こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－９（－２１）１１（54）０（２）１１（52）件数

－1１（－１９）15（74）０（３）１５（71）傷者

±０（±０）０（１）０（０）０（１）死者

市内交通事故統計　４月分　　　　　　

４月30日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の４月の出動件数＝

火災　２件（８件）　救急 87件（347件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１８年４月平成１９年４月

24.6℃（１８日） 28.5℃（30日） 最高気温

－1.2℃（４日） －3.3℃（５日） 最低気温

9.0℃　　　　9.5℃　　　　平均気温

65.6％　　　　66.4％　　　　平均湿度

51.0㎜　　　　16.5㎜　　　　降 水 量

 ６月の納税 （納期７月２日）

�市県民税（１期）

�国民健康保険税（１期）

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

　社会保険事務所と長野年金相談センターでは予約によ

る年金相談を行っています。

◆予約方法

　予約の受付は相談希望日の１か月前から行います。電

話または社会保険事務所窓口でお申し込みください。

◆予約年金相談の実施日時

　以下の範囲で予約日時をご指定ください。

　・月曜日（休日の場合は火曜日）

　　午前８時30分から午後６時30分まで

　・火曜日から金曜日

　　午前８時30分から午後４時30分まで

　・第２土曜日

　　午前９時30分から午後４時まで

※予約なしでも従来どおり年金相談は行っています。

※予約日時について、予約状況によりご希望に添えない

　場合がありますのでご容赦願います。

●問い合わせ先

　小諸社会保険事務所　　�0267－22－1080

　長野年金相談センター　�026－226－8580

「今年から所得税と
　　　住民税が変わります」
　地方分権を進めるため、税源の一部が国から地方（市

町村や県）に移されました。この改正は、所得税と住民

税の負担いただく合計額は変えずに、納める先（国と地

方）の税額を変更したもので、ほとんどの方は、所得税

（国税）が減り、６月分からの住民税（市県民税）が増

えることになります。

　納める所得税と市県民税の税額の合計は、基本的に昨

年までと同じです。ただし、今年は定率減税や老年者の

非課税措置が廃止されたため、負担額が増えます。

●問い合わせ先　税務課  住民税係  �64－5877

東御市社会福祉協議会（４月中の受付分です）

　匿　　　　　名　様　　介護用品

　シナノケンシ㈱　様　　録音用ＣＤ

　関東西濃運輸労働組合上田支部様
　　　　　　　　　　　　100,000円

善 意 を あ り が と う

社会保険事務所で年金相談の
予約を受け付けています
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「
プ
ラ
マ
ー
ク
」

　

以
外
の
も
の
は

　
　
  
入
れ
な
い
で
！

  
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

  
に
つ
い
て

　

東
部
地
区
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」、「
汚
れ
の
落
ち
な
い
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」、「
容
器
包

装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
３

種
類
に
、
北
御
牧
地
区
で
は
、「
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
「
汚

れ
の
落
ち
な
い
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
の
２
種
類
に
分
別
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

よ
く
ご
質
問
を
受
け
る
の
は

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と

「
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」の
区
別
の
仕
方
で
す
。「
容
器

包
装
」
か
「
容
器
包
装
以
外
」
か

は
『
プ
ラ
マ
ー
ク
』
の
有
無
で
判

断
し
ま
す
。
で
す
か
ら
『
プ
ラ
マ

ー
ク
』
の
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

す
べ
て
「
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
で
す
。
右
図
が
プ
ラ

マ
ー
ク
で
す
。
こ
の
マ
ー
ク
が
つ

い
て
い
た
ら
、「
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
で
す
。
軽
く
水
洗
い

を
し
て
汚
れ
を
落
と
し
、
紫
色
の

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
家
庭
な
ど
か
ら
出

さ
れ
た
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
パ

レ
ッ
ト
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

  
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
で

　

収
集
さ
れ
た
「
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
の
袋
の
中
身
を
確
認

し
ま
す
と
、「
容
器
包
装
以
外
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
他
に
、『
カ
ミ

ソ
リ
』『
乾
電
池
』『
生
ご
み
』
な

ど
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
先
月
は
使
用
済
み
の

点
滴
の
『
注
射
針
』
と
チ
ュ
ー
ブ

（
写
真
）
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は

収
集
か
ら
始
ま
っ
て
多
く
の
人
々

の
手
を
経
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
異
物
（
禁
忌

品
）
に
よ
っ
て
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
事
故
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
で
「
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
受
け
入
れ
を
拒

否
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
以

外
の
も
の
は
絶
対
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
き

ご
み
を
出
し
て
頂
く
と
、
安
心
安

全
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
中
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
、

高
齢
者
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
高
級
羽
毛
布
団
を
見
つ

け
て
…
（
民
生
委
員
さ
ん
談
）

　

一
人
暮
し
の
Ａ
さ
ん
の
家
を
訪

問
し
た
と
き
の
こ
と
。
部
屋
の
隅

に
見
慣
れ
な
い
羽
毛
布
団
が
置
い

て
あ
り
ま
し
た
。
ご
本
人
に
聞
い

て
み
る
と
、「
よ
く
覚
え
て
い
な

い
」
と
の
こ
と
な
の
で
、
契
約
書

を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
１
０
０
万

円
も
す
る
羽
毛
布
団
の
契
約
を
し

て
い
ま
し
た
。

①
ご
家
族
や
ご
近
所
の
み
な
さ
ん

が
「
変
化
」
に
気
づ
く
こ
と
が

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
糸
口
と
な

り
ま
す
。

「
変
化
」
っ
て
？

　

例
え
ば
、「
お
金
に
困
っ
て
い

る
様
子
が
あ
る
」「
段
ボ
ー
ル
箱
や

新
し
い
商
品
が
あ
る
」
で
す
。

　

そ
ん
な
時
は
そ
れ
を
話
題
に
し

て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
い
な
い

か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
「
人
柄
が
良
く
、
だ
ま
さ
れ
た

こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
人
」
や

「
被
害
に
あ
っ
て
も
相
談
で
き

な
い
人
」
が
悪
質
業
者
に
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
一
度
契
約
し
た
も
の
は
支
払
う

し
か
な
い
」
と
思
い
こ
ん
で
い
た

り
、
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
恥
ず

か
し
く
思
い
、「
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
」、「
自
分
が
悪
い
」
な
ど

と
家
族
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
早

め
に
消
費
者
相
談
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

生
活
環
境
係

　

�　

―
５
８
９
６

６４

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�　

―
８
５
１
７

２７

消

費

者

の

窓

  
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
の

　
　
　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う

  
事 
例

　

ポ
イ
ン
ト

▲プラマーク

▲ルールを守り安心安全なリサイクル
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郷土芸能を受け継ぐ
祢津東町歌舞伎公演

　４月２９日、東町歌舞伎舞台で「平成１９年度祢津東町歌舞伎公

演」が行われ、晴天の下、多くの観客が訪れました。幕開けは

百瀬善之さんと小林和秀さんによる「 三  番 叟   」、続いて今年活
さん ば そう

動１０年目となる祢津小学校子ども歌舞伎クラブの児童による

「義経千本桜」、最後は東町歌舞伎保存会の皆さんによる「 御 
ご

 所 
しょ

 桜 
さくら

 堀  川  夜  討 － 弁  慶 
ほり かわ よ うち べん けい

 上 
じょう

 使 －」が公演されました。出演者の熱演
し

に、会場を埋め尽くした観客から惜しみない拍手が送られてい

ました。

ートピックスー　地域の話題

（２００７年６月）

　５月６日、松本市で第１７回長野県市町村対抗駅伝競走
大会及び第３回長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会が
行われ、東御市代表選手が健闘しました。総監督の市川
広徳さんは、「一般は昨年の２１位以上の成績を目標に、
３月より週３回練習を重ねてきました。当日は、雨天と
難しいコンディションの中、選手は健闘しましたが目標
には届きませんでした。小学生はチーム全員が５年生で
したが、昨年より４つ順位を上げ、来年が非常に楽しみ
です。ご協力いただいたご家族の皆さんに感謝したいで
す」と話していました。出場選手は次のとおりです。

東御市の代表選手として
市町村対抗駅伝競走大会

歓声が響いた芝生広場
第４回東御市子どもフェスティバル

　５月１２日、第４回東御市子どもフェスティバルが東御中央公園

芝生広場で行われ、大勢の親子連れなどで賑わいました。今回は

３７の催し物や演奏が行われ、子供たちは竹とんぼや缶バッチ作り

のほか、草笛や和太鼓の試し打ちなど次々と体験していました。

また、パトカーや消防自動車などに乗車し、ポーズを決めた子ど

もたちの姿をお父さん、お母さんが写真に収めていました。この

日の芝生広場は元気な子どもたちの笑顔であふれていました。

　　

歴史ある湯道を歩く
百体観音ふれあいウォーク

　５月２０日、百体観音ふれあいウォークが行われ、親子連れなど

約４００名が参加しました。コースは８０番観音のある湯の丸高原か

ら東御中央公園までのチャレンジコースと５０番観音から東御中央

公園までのさわやかコースの２コース。この日は天気にも恵まれ、

参加者は百体観音が見守る中、それぞれのペースでゴールの東御

中央公園を目指しました。市内から参加した女性は「昨年はさわ

やかコースでしたが、今年はチャレンジコースに挑戦し、無事完

歩できました」と話していました。

第17回長野県市町村対抗駅伝競走大会（35位／57チーム）（敬称略）
1区　出口　武志　2区　今井　　遥　3区　小林　周平
4区　桜井ななみ　5区　若林　賢司　6区　小林　大貴
7区　北沢　正親　8区　塚田　善貴
第３回長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会（13位／57チーム）
1区　今井　　楓　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
2区　清水　崚哉
3区　出口　栞里
4区　宮坂　　響
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ートピックスー　地域の話題
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子どもと高齢者の交通事故防止を

（２００７年６月）
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リ
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進
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・　

▼
海
野
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国
の
重
要
伝
統
的

２８

建
造
物
群
保
存
地
区
選
定　
２０

周
年
記
念
式
典

５
・
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〜
５
▼
湯
の
丸
カ
ッ
プ
中
学
生

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５
・　

▼
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会

１０

５
・　

▼
農
家
の
繁
忙
期
を
前
に
「
農

１６

家
の
お
手
伝
い
さ
ん
」
を
対

象
に
巨
峰
の
房
切
り
講
習
会

開
催

ごみ減量アドバイザーに登録
　５月１７日、信州豊かな環
境づくり県民会議認定のご
み減量アドバイザー登録伝
達式が市役所で行われまし
た。今回新たに登録された
のは森まり子さん（東上田）
です。森さんは環境問題の
研修会などに参加し、学ん
だことを地域で実践してい
ます。市内では現在、森さ
んを含め３名が登録アドバ
イザーとして活躍していま
す。

オオルリシジミの里親を任命
　５月１１日から２０日まで春の全国交通安全運動が行われ、
市内でも交通指導所が開設されました。１１日には浅間サン
ライン東部湯の丸インターチェンジ南交差点で指導所が開

設され、警察、交
通安全協会、交通
指導員・補導員な
ど約８０名が参加し、
ドライバーに啓発
品を配り、交通事
故防止を呼びかけ
ました。

　５月１８日、東御市消防団加沢部、出場部、切久保部の小
型動力ポンプが更新され、東御消防署で引渡式が行われま
した。各部とも現在使用のポンプは１５、６年が経過してお

り、非常時の故障
も心配されること
から今回更新され
ました。引渡式終
了後消防団員は新
しいポンプの操作
方法を確認し、万
が一の災害に備え
ると誓っていまし
た。

小型動力ポンプ引渡式

　５月１６日、北御牧総合支所玄関前でオオルリシジミの里
親任命式が行われました。里親には市内外から４６名の応募
があり、守る会の早武基好会長から里親に任命書とオオル

リシジミの蛹と鉢
植えクララ（オオ
ルリシジミの食
草）などが引き渡
されました。羽化
したオオルリシジ
ミは北御牧地区の
指定された場所に
放されます。

緑あふれるまちに
　４月２８日、道の駅雷電くるみの里で「緑のまつり」が行
われ、多くの来場者で賑わいました。今年度はクチナシ、
レンギョウ、ブルーベリーなどの苗木合わせて９６０本が、

午前と午後に分け
て無料頒布されま
した。その他会場
内には、緑の相談
コーナー、クリタ
ケのほだ木コマ打
ち体験コーナーな
どが設けられてい
ました。

地域活動支援センター 「さくら」開所式
　障害者が地域で自立した生活が送れるよう支援するため、
４月２５日、地域活動支援センター「さくら」がグリーン
パーク通り沿いに開所しました。「さくら」では施設、病

院、企業など障害
者を支える人たち
のネットワークづ
くりのほか、制度
を利用できない障
害者、地域で働く
障害者やその家族
に対してきめ細や
かな支援をしてい
きます。
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▼
先
月
は
百
体
観
音
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ

ー
ク
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
を
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
数
年

前
、
上
田
市
か
ら
千
曲
市
屋
代
ま
で

歩
く
「
北
国
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
完
歩
は
し
ま
し
た

が
、
筋
肉
痛
で
数
日
は
歩
く
の
も
大

変
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
、

こ
の
日
は
車
で
移
動
し
な
が
ら
の
取

材
。
▼
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
以
前
は
中

央
公
園
か
ら
湯
の
丸
高
原
ま
で
往
復

歩
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
２
年
は
湯
の

丸
高
原
ま
で
バ
ス
で
送
っ
て
も
ら
い
、

中
央
公
園
へ
下
っ
て
く
る
片
道
の

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
▼　

番
５０

観
音
か
ら
の
さ
わ
や
か
コ
ー
ス
に
参

加
し
た
方
々
の
中
に　

歳
の
方
が
い

８５

ま
し
た
。
お
話
を
伺
う
と
「
毎
回
参

加
し
て
い
ま
す
。
歩
き
終
わ
る
と
疲

れ
も
出
ま
す
が
、
ま
た
来
年
も
参
加

し
ま
す
」
と
の
こ
と
。
そ
の
方
の
と

て
も
元
気
な
様
子
に
「
私
も
来
年
は

歩
い
て
み
よ
う
か
な
」
そ
ん
な
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
風
が

吹
く
中
央
公
園
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
11,340世帯（＋21）

総人口
32,029人（－21）
男 15,716人 （＋８）
女 16,313人 （－29）

（５月１日現在）

人の動き

転入145人（－76）
転出145人（－130）
出生  ７人（－13）
死亡  28人（－６）
 ※カッコは４月対比

そ
の　
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『
洋
上
夕
日
』　　

曽 
宮 
一 
念 
作

油彩、キャンバス　45.5センチ×45.5センチ　1969年頃　作

　

こ
の
作
品
は
、
題
名
通
り
作
者
が
航
路
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
旅
行
し
た
際
、

船
上
か
ら
見
た
あ
ま
り
に
美
し
い
サ
ン
セ
ッ
ト
に
感
激
し
て
描
い
た
も
の

で
す
が
、
私
は
勝
手
に
イ
ン
ド
洋
上
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

大
海
原
に
沈
み
ゆ
く
熱
帯
の
夕
日
は
ゆ
ら
め
き
つ
つ
強
烈
な
光
を
放
ち
、

甲
板
と
我
が
身
を
熱
気
に
包
む
け
れ
ど
、
洋
上
の
風
が
そ
れ
を
か
き
消
さ

ん
と
吹
き
抜
け
る
、
そ
ん
な
時
間
帯
で
し
ょ
う
ね
。

　

日
没
は
地
球
が
自
転
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ま
す
が
、
同
時
に
宇

宙
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。
そ
の
時
、
宇
宙
の
と
て
つ
も
な
い
大
き
さ
に

畏
怖
の
念
を
抱
く
と
と
も
に
人
間
の
小
さ
さ
を
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ

ま
す
。

　

世
の
中
は
果
て
し
な
く
広
く
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
、
見
え
て
い

る
こ
と
は
本
当
に
ご
く
僅
か
な
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
こ
ん
な
時
は

「
井
の
中
の
蛙
」
と
化
し
て
い
る
自
分
に
気
付
き
、
か
え
っ
て
謙
虚
で

清
々
し
た
気
分
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

さ
て
「
風
土
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
「
人
間
の
文
化
の
形
成
な
ど
に
影

響
を
及
ぼ
す
精
神
的
な
環
境
」
と
あ
り
ま
す
。
土
地
に
代
々
暮
ら
し
て
い

る
人
た
ち
を
「
土
」
と
す
る
な
ら
ば
、
新
し
く
移
り
住
ん
だ
人
は
「
風
」

で
し
ょ
う
か
。「
風
」
と
「
土
」
で
風
土
、
お
互
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
そ

れ
ぞ
れ
が
井
の
中
の
蛙
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
た
ま
に
は
夕
日
を
見
つ
め
て
み

ま
せ
ん
か
？　

東
御
市
は
太
陽
の
ま
ち
で
す
か
ら
。

　
　
　

（
梅
野
記
念
絵
画
館
、
丸
山
晩
霞
記
念
館　

学
芸
員　

佐
藤
聡
史
）

※
こ
の
度
、
常
葉
学
園
（
静
岡
県
菊
川
市
・
春
の
選
抜
高
校
野
球
優
勝
校
）

の
美
術
館
に
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
括
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
交
換
展
と
し
て
「
常
葉
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

曽
宮
一
念
展
」

が
実
現
し
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
６
月　

日
〜
７
月
８
日　

梅
野
記
念
絵
画
館
で
開
催
）

１０

ECO1J0299

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

曽
宮
一
念
（
そ
み
や
・
い
ち
ね
ん
）　

１
８
９
３
年
東
京
生
。
早
稲
田
中
学
時
代
、
丸
山
晩
霞
ら
の
下
で
水
彩
画
を
学
び
、
東
京
美
術

学
校
（
現
東
京
芸
大
）
で
藤
島
武
二
に
師
事
。
卒
業
後
は
中
村
彜
（
な
か
む
ら
つ
ね
）、
佐
伯
祐
三
（
さ
い
き
ゆ
う
ぞ
う
）、
鶴
田
吾
郎

（
つ
る
た
ご
ろ
う
）
ら
日
本
の
重
要
作
家
と
親
交
。　

代
か
ら
諏
訪
、
八
ヶ
岳
山
麓
、
富
士
山
麓
な
ど
で
療
養
を
繰
り
返
す
。
緑
内
障

３０

に
よ
り　

歳
で
右
眼
摘
出
、　

歳
で
左
眼
も
失
明
す
る
が
、
後
は
随
筆
に
親
し
み
、
堂
　々

歳
の
人
生
を
過
ご
し
た
人
間
的
巨
匠
。

７０

７８

１０１

　

♪
真
っ
赤
に
燃
〜
え
た
〜　

太
陽
だ
ー
か
ら
〜　

真
夏
の
う
ー
み
は
〜

　

恋
の
季
節
な
の
〜

　

美
空
ひ
ば
り
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
真
っ
赤
な
太
陽
」（
ち
ょ
っ
と
古
い
か
な
）、

こ
の
作
品
を
見
て
思
わ
ず
メ
ロ
デ
ィ
が
浮
か
び
ま
し
た
。
太
陽
と
い
え
ば

夏
、
夕
日
と
い
え
ば
明
日
へ
の
希
望
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
曽

宮
一
念
は
中
学
時
代
の
教
師
で
あ
っ
た
詩
人
・
吉
江
喬
松
（
西
條
八
十
も

教
わ
っ
た
）
に
夕
映
え
の
美
し
さ
を
教
わ
り
、
そ
れ
以
来
風
景
を
愛
し
描

き
続
け
ま
し
た
。
幼
少
か
ら
少
年
期
の
感
動
は
大
人
に
な
っ
て
も
ず
っ
と

心
に
残
る
の
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
に
は
美
し
い
も
の
、
い
い
も
の
に
沢

山
ふ
れ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。




